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計測（T&M）事業は、モバイル市場において、全般的に顧客の投資抑制の動き
が見られました。その中でも、アジアを中心にLTE-Advanced開発用計測器の
需要が増加する一方で、中国端末ベンダーの製造用設備投資に、一層の抑制
傾向が見られました。

ネットワーク・インフラ市場においては、光デジタル関連計測器の需要が好調で
したが、北米通信キャリアの建設投資に抑制傾向が見られました。

プロダクツ・クオリティ・アシュアランス（PQA）事業は、国内コンビニ市場中心に
新製品が設備更改需要を捉え、売上を伸ばしました。また、国内・海外市場で
の拡販に向けて、研究開発投資と販売促進活動に積極的に取り組みました。
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グループ全体の受注高は前年同期比２％減の４７８億円、売上高は前年同期
比２％増の４９０億円となりました。営業利益は前年同期比３０％減の３２億円
となりました。

第２四半期で、北米と欧州において組織体制の最適化策を実施した結果、営
業費用にリストラ費用4億円を計上しています。

当期利益は、前年同期比３２％減の２４億円、包括利益は、前年同期比５１％
減の２５億円となりました。

フリーキャッシュフローはグローバル本社棟の建設費用の支払いなどもあり、
４億円のプラスにとどまりました。



T&M事業の第２四半期受注高は、モバイル市場における顧客のリストラ策や中
国経済の減速に加えて、北米のキャリアの建設投資抑制もあり、前年同期比１
０％減の１６５億円となりました。

PQA事業の受注高は、国内コンビニ市場での新製品の投入効果などもあり、前
年同期比１％増の４６億円となりました。
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T&M事業は減収減益となり、営業利益率は８．８％となりました。

営業利益の減少要因は、売上の減少と費用（販管費と研究開発費）の増加に加
え、海外でリストラ費用を計上したことによります。

PQA事業は増収増益となり、営業利益率は６．２％となりました。

営業利益の増加要因は、国内市場での売上高が伸びたことによります。



第２四半期の連結及びT&M事業、PQA事業の営業利益率はそれぞれ

連結 ６．７％ （リストラ費用を除いた場合の営業利益率 ８．２％）

T&M ７．５％ （リストラ費用を除いた場合の営業利益率 ９．６％）

PQA １０．３％

となりました。
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日本市場は前年同期比１２％の増収となりました。T&M事業において光デジタ
ル関連への設備投資が回復基調にあるのと、PQA事業において新製品が更改
需要を捉え、国内コンビニ市場の売上が増加しています。

アジア市場では、中国端末ベンダーの製造設備投資に抑制傾向が見られ、前
年同期比９％の減収となりました。
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営業キャッシュフローは、主に売上債権の回収増により、６５億円の資金獲得とな
りました。

投資キャッシュフローの６０億円の支出には、厚木サイトの新棟「グローバル本社
棟」の建物関連費用４２億円の支払いが含まれます。

その結果、フリー・キャッシュフローは４億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフローは４１億円の資金獲得となりました。主なものは社債の発行
による８０億円（償還期限：2020年6月，格付けA－）の調達、銀行借入金の返済
（ネットで20億円）、配当金の支払い１６億円（１株配当：１２円）です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より４５億円増加の３９４億円と
なりました。



２０１５年度の通期業績の見通しは、４月２７日に発表した計画から変更はありま
せん。第２四半期の進捗状況は年初計画から進捗遅れはあるものの、引き続き、
達成に向けて組織を挙げて取り組んでいく所存です。

計測事業においては、キャリアアグリゲーションの拡張に代表されるＬＴＥ-
Advancedの開発投資や、モバイルネットワークのスモールセル化に向けた投資
に最適なソリューションを提案し、拡販していきます。

PQA事業は、国内外の堅調な需要を、最適なソリューションの投入で確実に獲得
していきます。
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LTEの普及拡大に伴い成長を続けていたモバイル市場の既存マーケットの設
備投資には抑制傾向が見られます。
一方、アジア地域ではグローバルに活躍する新たな企業が台頭してきています。
また世界中に広がったLTEネットワークは、新しい社会イノベーションのインフラ
として、切れ目なく5Gに向けて進化を続けていきます。
引き続き、最適なソリューションに加えて世界中の4地域に展開するサポート開
発体制をコアに、業績及びシェアの拡大に取り組みます。

[当面のモバイル開発市場のドライバー（技術要素）]
①3CA（3キャリア・アグリゲーション） ： 3つのLTE電波(周波数帯)を同時に使用
する方式。１つの電波を使用する場合と比較して伝送速度が3倍
(150M⇒450Mbps)に向上
②LTE-U ： 免許が要らない周波数帯の電波(5GHz帯)をLTEで活用する方式
③4×4 MIMO ：送信と受信にそれぞれ4本のアンテナを同時に使用する方式。
現在使われている2×2MIMOと比較して伝送速度が2倍(150M⇒300Mbps)に向
上
④256QAM変調 ： １つの周波数帯でより高速の伝送を実現する為の変調方式。
現在使われている64QAMと比較して伝送速度を約30%(150M⇒200Mbps)向上
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モバイルデータトラフィックは、爆発的に増加しています。
その通信量を支えるモバイルフロントホウルやその通信を扱うデータセンター
のネットワークは、今後も強化そして再構築されていきます。
アンリツは自社内に保有する無線から有線までのテストソリューションを進化そ
して再構築し、新しい通信ネットワークを支えていきます。

[当面の光デジタル関連測定需要]
①光ファイバ－敷設工事の増大に伴う建設保守用の測定需要
②スモールセルの敷設工事の増大に伴う建設用やエリア品質保証用の無線測
定需要
③データセンター向けなど100Gbps光モジュールの生産拡大に伴う測定需要
④400GbEなど有線通信の高速大容量化に伴う開発用の測定需要



PQA事業は、品質保証の厳格化が設備需要をけん引し、国内市場が堅調です。
新型X線検査機「XR75」を北米市場に投入し、下期売上拡大と、海外展開の足
固めを図っていきます。「アンリツ産機システム株式会社」は「Anritsu Infivis株
式会社」に社名を変更しました。「ワールドクラスの品質保証ソリューションパー
トナー」として、グローバルな事業展開を加速します。

◇日本食糧新聞社「日食優秀食品機械資材・素材賞」

・食品業界における新製品創出や効率化、業界活性化に大きく貢献する機械
/資材/素材に授与され、機械部門では数ある製品の中から毎年５点程が
選出。2008年度、2012年度に続き3度目の受賞。

◇新型X線検査機「XR75」

・高感度で長寿命のX線センサー部を新開発

①X線 保守コスト削減 ②消費電力 削減 ③冷却用エアコン不要で、

生涯コストを２０％以上削減。
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「アンリツ株式会社 コーポレートガバナンス基本方針」を制定し、Webで開示い
たしました。

当社は、より良いコーポレートガバナンスを実現するための考え方と、それを支
える組織体制・しくみなどをすべてのステークホルダーに対し示すとともに、そ
の整備改善に取り組んでいきます。



2020年ころの実用化を目指した 5G通信システムについて、現在想定されてい
る実現までのロードマップを掲載いたします。

アンリツはNGMN や 3GPPに参加し標準化活動に貢献しています。
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